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 海産種子植物であるアマモやコアマモなどの群落が形

成されている海域はアマモ場と呼ばれる。アマモ場は魚

介類の産卵場，その幼稚仔の摂餌や成育の場として機能

し，沿岸域で高い生産力を有する場所として注目されて

きた。１) また，栄養物質の吸収，懸濁粒子の沈降といっ

た水質浄化や，環境学習，親水といった多面的な機能を

有し，近年ではブルーカーボン生態系として，二酸化炭

素（以下 CO2）の吸収機能が注目されている。しかし，

海産種子植物は潮間帯から潮下帯に生育することからア

クセスしづらく，陸上植物と比較して全般的に分布に関

する情報量が少ない。 

愛知県の蒲郡市，常滑市，田原市などの沿岸では，か

つては大きなアマモの群落が見られたが，近年は群落が

縮小もしくは消滅しており，水温上昇が影響している可

能性がある。その一方で，より高水温に適応したコアマ

モの群落は逆に増加している可能性がある。コアマモは

かつて「レッドデータブックあいち 2001」では準絶滅危

惧と判定されていたが，最新の「レッドデータブックあ

いち 2020」ではリスト外となっている。このことからも，

コアマモの分布域は拡大していることが予想されるが，

県内での調査事例は少ない。 

 そこで，干潟域において無人航空機（以下 ドローン）

を使用して，コアマモの分布域を把握するとともに，三

河湾東部のアマモ場の変動要因について考察した。 

 

材料及び方法 

(1) コアマモの分布域 

図 1に示した蒲郡市三谷町の星越地区の干潟域を調査

対象とした。このあたり一帯は星越海岸と呼ばれ，2001

年には 12 haのアマモの群落が広がっていた。２) 蒲郡市

漁場環境保全協議会は，1997年からアマモ場造成活動を

行っており，水産試験場も協力してきたが，活動に必要

な種子採集は当初から星越海岸にて行ってきた。しかし，

星越海岸のアマモ群落は次第に縮小し，活動に必要な種

子数の確保が困難となったため，2014年以降は蒲郡市内

の西浦地区及び竹島地区へ，2022年からは田原市の福江

湾へと，種子採集するアマモ群落を変更せざるを得なく

なった。 

一方，形成時期は不明だが，少なくとも 2022年から星

越海岸にはコアマモの群落が存在する。この海域におけ

るコアマモ群落の分布域を把握するため，ドローン（DJI

社製 mini3）による撮影を行った。撮影は，コアマモの

最大繁茂期である 5～7月の大潮干潮時刻前後で，可能な

限り海水の透明度が高く，曇天で，無風に近い条件を選

択した。2023年 6月 6日，2024年 7月 24日，2025年 5

月 29 日の各日 13 時から 14 時頃に，ドローンの高度を

100 m に維持した状態で，コアマモ分布域の上空を満遍

なくジグザグに飛行させ，鉛直下方向を動画撮影した。

 

 ＊1 愛知県水産試験場（Aichi Fisheries Research Institute, Miya, Gamagori, Aichi 443-0021, Japan） 
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図 2 蒲郡市星越海岸における DJI 社製ドローン 

mini3による空撮画像 

上図：2023年 6月 6日撮影，図中の○印は 2022年に

おける水温計の設置位置，中図：2024年 7月 24日撮

影，下図：2025年 5月 29日 撮影 

 

得られた動画ファイルは Microsoft社製の画像処理ソ

フト Image Composite Editor -2.0.3（以下 ICE）を用

い，投影方法を Mercatorとして，1枚のパノラマ空撮画

像を合成した。なお，2024 年 7 月 24 日については晴天

で，撮影時刻が正中時刻に近かったことから水面が反射

し，ICE による合成がうまく出来なかった。そのため，

動画を再生しながら静止画を順にキャプチャし，オルソ

補正は行わずにモザイク状に配置して合成した。 

コアマモの分布面積については，ジャパンブルーエコ

ノミー技術研究組合(2023)の方法３） を参考に，被度を

考慮して計算した。まず，各年の空撮画像について，原

寸で 20 m四方のメッシュに分割し，各メッシュにおける

コアマモの植生被度を，濃生(被度 100～76 %)，密生（被

度 75～51 %），疎生（被度 50～26 %），点生（被度 25～6 %），

極点生（被度 5～1 %），磯焼け（被度 0 %）の 6段階に分

類した。メッシュ毎に 400 m2×平均被度を計算し，それ

らの合計をコアマモ群落の面積とした。 

2023年 6月 6日の空撮画像については，コアマモ群落

部分を白黒画像に変換し，オープンソースの画像処理ソ

フト ImageJ によるピクセル数の総和からも面積を試算

し，上記の被度を考慮した計算値について，確からしさ

の検証を行った。 

また，水産研究・教育機構の方法４) によりブルーカー

ボン吸収・貯留量について，年ごとに算定した。 

なお，各撮影日もしくはその前後の日の干潮時刻前後

に，撮影範囲の植生を踏査し，生育しているのがコアマ

モか否かを確認した。その際，潮間帯付近に藻類の着生

や漂着の見られた場合は，護岸や微地形などのランドマ

ークと共に写真に記録した。また，潮下帯に藻類の漂流

の見られた場合には，GPS にて位置を記録した。これら

の情報は，合成した空撮画像にて，コアマモ群落と藻類

とを判別するための参考とした。 

(2) アマモ場の水温 

星越海岸における水温を把握するため，2022年 7月 15

日から 11月 4日にかけて，図 2に示す位置（緯度 34°

48′18″, 経度 137°15′21″）に，小型メモリー水温・

塩分計（アレック電子製 MDS-CT）を設置した。比較のた

め，田原市福江湾（図 1）のアマモ場内（緯度 34°38′

52″, 経度 137°7′16″）にも同じ測器を 2022年 7月 5

日から 12月 13日まで設置した。両地区の設置位置の地

盤高は潮位表基準面（CDL）-20 cm 程度で，センサー部

分が海底面から約 20 cmの位置になるように測器をポー

ルに固定し，10分毎に計測した。 

 

結果及び考察 

(1) コアマモの分布域の経年変化 

 2023 年，2024 年及び 2025年における空撮画像を図 2

に示す。いずれの年も，ドローンによる空撮画像のみか

らコアマモ群落と他の藻類群落とを判別するのは困難で

あった。群落が干出しているか水没しているかによって

も色調は変化し，水没している部分は白っぽく写った。

また，水面から群落までの水柱の長さ（ほぼ水深）が長

くなると群落の輪郭が不鮮明となった。これらのことか

ら，コアマモ群落か藻類群落かを判別するには，現場の

踏査による確認が必須であった。2023年には，画像の西

部の岸寄りに密生もしくは濃生のまとまったコアマモ群

落があり，中央部の岸寄りに点生もしくは疎生の群落が

広がっていた。なお，西部から中央部にかけての岸寄り

の転石や東部の岩礁付近に見られる淡色の群落はアオノ

リ類で，オゴノリ類は確認されなかった。 

2024年には，前年と比較して西部の岸寄りのコアマモ

群落は分布域がやや広くなり，中央部の岸寄りのコアマ

モ群落が密生もしくは濃生に変化した。なお，沖側に点
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図 3 2023年 6 月 6 日における空撮写真の ImageJに

よる処理画像 

図 4 2022 年の蒲郡市星越海岸及び田原市福江湾に

おける日平均水温の推移 

10分間隔で計測した水温を日平均してプロットした。 

生の群落が広がって見えるが，これは漂流するオゴノリ

類の小さな塊であった。白黒画像の図 2からは両者を判

別しにくいが，元のカラー画像では水柱を通して不鮮明

な被写体でも色彩が微妙に異なり，コアマモは概ね濃緑

色，オゴノリ類は濃褐色であった。また，コアマモの群

落は縁辺部分が不定形で，内部に濃淡のムラが確認でき

るのに対し，オゴノリ類は群落と呼ぶには小さく，点と

して確認された。なお，岸付近にアオノリ類はほとんど

見られなかった。 

2025年には，前年と比較して西部及び中央部の岸寄り

のコアマモ群落は更に大きくなり，密度も高くなった。

一方，沖側で点描のように見られる部分は漂流するオゴ

ノリ類であった。また，西部から中央部にかけての岸寄

りの転石，コンクリート斜路や護岸，東部の岩礁付近に

見られる淡色の群落はアオノリ類で，汀線付近に見られ

る濃色の部分は漂着したオゴノリ類の大きな塊であった。 

(2) 被度を考慮した面積算定手法の検証 

2023年のコアマモ群落の面積は，材料及び方法で示し

た 6段階の被度（100～0 %）に該当するメッシュについ

て合計すると 0.40 haとなった。一方，ImageJによる画

像のピクセル数による試算では，閾値の設定により群落

の境界が大きく変化したが，空撮画像の境界と同等にな

るように閾値を設定した場合に，図 3のような画像が得

られた。この画像のピクセル数を合計して原寸の面積に

換算すると 0.39 haと算出され，上記で計算した 6段階

の被度での計算値（0.40 ha）にほぼ一致した。これらの

ことから，今回の被度を考慮した面積算出方法は概ね確

からしいことが検証できた。 

なお，この方法では，群落とは言えないような極小の

植生や流れ藻などによるノイズも含まれる。コアマモ分

布域算定の過大評価を避けるためには，極点生（被度 5

～1 %）及び磯焼け（被度 0 %）を除いた方が安全である

と考え，以下では，4 段階の被度（100～6 %）に該当す

るメッシュの合計を実勢面積として採用することとした。 

(3) コアマモの分布面積とブルーカーボン 

2023年におけるコアマモ群落について，4段階の被度

（100～6 %）に該当するメッシュについて合計したとこ

ろ，実勢面積は 0.36 haと算出された。2024年及び 2025

年についても同様に計算すると，それぞれ 0.64 ha，0.95 

haと算出され，2023年に対して，2024年は 1.8倍，2025

年は 2.6倍に増加していた。 

 また，この群落によるブルーカーボン吸収・貯留量は，

2023 年，2024 年，2025 年の順にそれぞれ，2.1 t CO2/

年，3.8 t CO2/年，5.6 t CO2/年であった。家庭から排

出される CO2の全国平均は 1人当たり 1.14 t CO2/年と見

積もられており，５） 2025 年のコアマモ群落による CO2

吸収・貯留量は，約 5 人分の CO2排出量のオフセットに

相当した。  

(4) アマモ場と水温 

 分布調査開始の前年である 2022 年における星越海岸

及び福江湾における日平均水温の推移を図 4 に示す。8

月の日平均水温が 28 ℃を超えた日数が星越は 25日であ

ったのに対し，福江は 9 日であった。また，8 月の日平

均水温が 30 ℃を超えた日数が星越は 6 日であったのに

対し，福江は 2日であった。一方，8月の月平均水温は，

星越が 29.0 ℃，福江が 27.6 ℃であった。アマモの生育

条件として，8月の月平均水温が 28 ℃以下であることが

必要であると言われている。１）この条件に，福江は適合

していたが，星越は 1 ℃ほど超過していたことから，星

越はアマモの生育には不適な環境であったと考えられる。

実際に，星越に測器を設置した 2022年 7月 15日には，

設置地点周辺に極点生のアマモがわずかに確認されたが，

回収した 11月 4日には確認できなかった。また，翌年以

降も星越ではアマモの分布はほとんど確認できなかった

が，コアマモの分布域が拡大していることから，コアマ

モの至適水温はアマモよりも高く，8 月の月平均水温が
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年は 2.6倍に増加していた。 

 また，この群落によるブルーカーボン吸収・貯留量は，
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ったのに対し，福江は 9 日であった。また，8 月の日平

均水温が 30 ℃を超えた日数が星越は 6 日であったのに
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モの至適水温はアマモよりも高く，8 月の月平均水温が
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図 5 六条潟におけるコアマモの分布面積及びその周

辺海域における放流用アサリ稚貝の採捕量 

アサリ稚貝採捕量は愛知県漁連調べ，コアマモ面積は

2021年１０）を除き水産試験場調べ。 
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うち，豊川河口左岸から神野西埠頭の北端（六条潟大

橋）までを六条潟とする。 

 

図 6 大雨による出水後に豊川河口左岸に形成された

砂州 

2023 年 6 月 6 日 DJI 社製ドローン mini3 により撮

影。高度約 10 mから上流を臨む。 

図 7 六条潟に漂流するオゴノリに足糸で付着したア

サリ稚貝 

2024年 6月 5日 撮影 

29 ℃以上でも生育できることが判明した。  
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採捕量は不安定であるが，概ね 7～10月の採捕期間にお

けるアサリ稚貝の資源量を反映している。アサリ稚貝採

捕量は 2016年以降に急減しているが，それに先んじてコ

アマモ群落の衰退が確認されている（図 5）。両者の因果

関係を示すのは困難であるが，かつて六条潟に分布して

いたコアマモ群落による潮流を弱める緩衝作用が，アサ
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図 8 星越海岸のコアマモの地下部に足糸で付着した

アサリ稚貝 

2024年 8月 21日 撮影 

リ浮遊幼生の着底を促していた可能性はある。もしくは，

共通の要因，例えば海域における栄養塩類の低下１１）や，

近年たびたび発生している大雨による出水に伴い豊川上

流から運ばれた浮泥の堆積によって，両者ともに衰退し

た可能性も否定できない。なお，六条潟では 2024年の初

夏に，多くのオゴノリが漂流しており，そこに殻長 5～

10 mm ほどのアサリ稚貝が大量に付着しているのを確認

している（図 7）。かつてコアマモが担っていたアサリ浮

遊幼生の着底や稚貝の蝟集を促す役割（図 8）の一部を，

2024年にはオゴノリが担っていた可能性がある一方，オ

ゴノリが打ち上げられたり深場へ流されたりして，アサ

リ稚貝の無効分散に繋がっていた恐れもある。 

星越海岸のコアマモ群落内及び近傍の 6点において，

2023年 7 月 31 日に底生生物の調査を実施したところ，

アサリの密度は，733±521 個体/m2であったと報告され

ている。１２） これはアサリの種場である同時期の六条潟

の密度（2023年 8月 2日，667±350個体/m2）１３） と同

等であった。星越は六条潟と比較して面積も小さくアサ

リの種場とはなり得ないが，共同漁業権漁場内であり，

潮干狩り場として活用されている。群落内は草体や地下

茎が採貝の支障となり漁獲が敬遠されるうえ，食害生物

からも保護されている。7） 浮遊幼生の流動シミュレーシ

ョン結果から，一色干潟や福江湾など三河湾の主要なア

サリ漁場へは，主に渥美湾奥（六条潟や星越を含む三河

湾東部）から浮遊幼生が供給される結果となっている。

１４） これらのことから，星越のコアマモ群落は，アサリ

浮遊幼生を湾全体に供給する母貝場の一つとして機能し

ていると考えられる。 

アマモ場は近年，ブルーカーボンが貯留される生態系

としても注目されている。しかし，三河湾沿岸域の環境

は水温上昇によりアマモの生育に適さなくなってきてい

る。一方，コアマモはアマモよりも至適水温が高いため，

コアマモ群落の保護や育成をすることで，アマモ場を増

やせる余地があると考えられる。コアマモ分布域の増加

は，カーボンオフセットに寄与するばかりでなく，アサ

リ資源の回復をはじめ水産資源の保護・増大に貢献する

可能性も高いことから，関係部局や漁業者らと協力して

積極的に推進していく必要がある。 
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